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東
日
本
大
震
災
発
生
以
降
の
日
本
経
済
及
び
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書

自
由
民
主
党
は
本
年
十
月
十
六
日
、
秋
田
県
に
お
い
て
、
「
絆
、
が
ん
ば
ろ
う
東
北
」
の
掛
け
声
の
下
、
「
ふ
る
さ
と
対
話

集
会
」
を
開
き
、
様
々
な
年
代
の
方
々
が
参
集
す
る
中
、
東
日
本
大
震
災
発
生
以
降
も
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て

い
る
我
が
国
の
経
済
や
外
交
、
さ
ら
に
地
元
の
身
近
な
問
題
に
亘
り
、
率
直
か
つ
活
発
な
意
見
を
拝
聴
し
た
。

大
震
災
の
影
響
は
、
震
災
前
か
ら
我
が
国
に
蔓
延
し
て
い
た
円
高
、
デ
フ
レ
等
に
よ
る
不
況
に
拍
車
を
か
け
、
日
本
経
済
全

体
に
暗
い
影
を
落
と
し
て
い
る
が
、
政
府
の
こ
れ
ま
で
の
被
災
地
に
お
け
る
復
旧
・
復
興
や
震
災
の
日
本
経
済
全
般
へ
の
影
響

回
避
な
ど
の
対
応
に
関
し
て
、
国
民
は
将
来
へ
の
不
安
や
様
々
な
対
応
へ
の
不
満
が
益
々
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

近
年
、
一
部
の
経
済
学
者
や
与
野
党
の
国
会
議
員
が
、
日
本
経
済
の
景
気
減
速
へ
の
対
策
と
し
て
、
政
府
紙
幣
を
発
行
す

べ
き
と
主
張
し
、
「
赤
字
国
債
発
行
や
増
税
に
頼
ら
な
い
財
源
の
ひ
と
つ
と
し
て
効
果
が
あ
る
。
」
と
の
声
が
あ
る
が
、
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
、
野
田
内
閣
の
見
解
如
何
。

二

一
に
関
連
し
、
現
行
の
日
本
銀
行
券
に
加
え
政
府
紙
幣
を
発
行
す
る
と
、
円
の
信
用
が
著
し
く
低
下
し
、
そ
の
結
果
イ
ン

フ
レ
を
招
き
大
幅
な
円
安
が
進
行
す
る
た
め
、
政
府
紙
幣
発
行
に
は
慎
重
で
あ
る
べ
き
と
の
意
見
が
あ
る
が
、
野
田
内
閣
の

一



見
解
如
何
。

三

法
的
な
強
制
力
を
持
つ
と
言
わ
れ
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
非
関
税
障
壁
と
し
て
国
際
調
停
委
員
会
に
提
訴
さ
れ
た
場
合
、
国
が
賠

償
金
を
支
払
い
、
規
制
を
撤
廃
さ
せ
ら
れ
る
。
日
本
に
お
け
る
農
業
の
競
争
力
を
高
め
る
と
い
う
声
が
あ
る
が
、
関
税
撤
廃

に
よ
り
、
食
料
自
給
率
が
大
幅
に
低
下
し
、
日
本
の
農
業
は
壊
滅
す
る
危
険
性
が
高
い
と
考
え
る
が
、
野
田
内
閣
の
見
解
如

何
。

四

か
つ
て
当
時
の
前
原
外
務
大
臣
は
「
農
業
の
た
め
に
工
業
を
犠
牲
に
し
て
い
い
の
か
」
と
述
べ
た
が
、
農
林
水
産
業
の
Ｇ

Ｄ
Ｐ
比
は
一
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
耐
久
消
費
財
の
輸
出
額
は
一
・
六
五
二
パ
ー
セ
ン
ト
（
平
成
二
十
一
年
度
）
、
輸
出
業
全

体
で
も
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
十
一
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
よ
り
、
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
、
貿
易
額
を
ど
の
く
ら
い

押
し
上
げ
る
の
か
、
ま
た
そ
の
メ
リ
ッ
ト
は
如
何
な
る
も
の
な
の
か
、
野
田
内
閣
と
し
て
の
具
体
的
な
数
値
如
何
。

右
質
問
す
る
。

二


